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変性エポキシ樹脂系塗料  厚膜形 赤さび 円／kg　

塗料　(JIS K 5551 C種1号・2号)

1,730

±0

0.0%

251

先行き

前月号比

メーカーからの出荷は概ね安定してきている。
市況面では、原材料価格高騰の影響を受けて、強含
みで推移している。
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前月号比

石油系資材ウォッチ
2026

11

一般財団法人 経済調査会

《臨時速報》 原油価格上昇に伴う、建設資材への主な影響について

資材単価のご利用に当たっては、積算資料 最新号の価格情報をご参考ください

（東京地区）

※軽油については毎月上旬・中旬・下旬発刊「デジタル物価版」で価格情報を速報しています

背景

留意点

中東情勢の悪化に伴い原油価格が上昇、その影響が一部の資材を直撃している。そのため、原油価格の動向が
市況に影響する資材について、主なものを臨時速報する

お問い合わせ先 一般財団法人経済調査会 土木第一部

TEL：０３－５７７７－８２１５ https：//www.zai-keicho.or.jp

 ミネラルスピリット 円／ℓ　

塗料用シンナー

440

±0

0.0%

256

先行き

前月号比

メーカーからの出荷は概ね安定してきている。
市況面では、原材料価格高騰の影響を受けて、強含
みで推移している。
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 ローリー 円／kℓ　

軽油

134,000

±0

0.0%

259

先行き

前月号比

補助金効果により仕入コストはほぼ一定の水準で推

移しており、末端価格に変動はみられない。補助金

制度が11月以降見直される可能性も視野に、販売

業者は慎重な姿勢。目先、横ばい推移の見通し。

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

120,000

130,000

140,000

150,000

4
2020

10 4
2021

10 4
2022

10 4
2023

10 4
2024

10 4
2025

10 4
2026

10

 密粒度１３ 円／ｔ　

再生アスファルト混合物

13,100

±0

0.0%

319

先行き

前月号比

大型工事に乏しく荷動きは低調。一部のメーカーは
販売価格の引き上げを求めたいとしているものの価
格交渉は進んでいない。先行きは横ばいで推移する
見通し。
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 1500（JIS A 6005） 円／巻　

防水材アスファルトルーフィング

6,050

±0

0.0%

577

先行き先行き

前月号比

メーカー側では新規受注を再開しているが、納期に
ついては不透明感が強く、遅れ気味の状況。市況面
では、原材料価格高騰の影響を受けて、強含みで推
移している。
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±0

0.0%

2,490

建築用シーリング材 円／ℓ　

シリコーン系高モジュラス(JIS A 5758)　1成分形
578

先行き先行き

前月号比

メーカー側の出荷には改善が見られ、仮需に伴う受
注残はほぼ解消されている。先行きの市況は、横ば
い推移の見通し。
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 針入度６０～８０　ローリー 円／ｔ　

ストレートアスファルト

138,000

±0

0.0%

330

先行き

前月号比

足元の中東産原油価格は強含みで推移している一
方で、元売りメーカーの仕切り価格は横ばい。年度
末の需要期を控えており、今後の動向が注視される。
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 ２種　厚２０×幅９１０×長１８２０ｍｍ 円／枚　

押出法ポリスチレンフォーム断熱材

1,200

±0

0.0%

629

先行き先行き

前月号比

仮需に伴って見られていた供給ひっ迫感は、ほぼ解
消されている。先行きの市況は、横ばい推移の見通
し。
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 一般管（ＶＰ）呼び径５０ｍｍ　６０×４．１ｍｍ×４ｍ

2,170

±0

0.0%

硬質ポリ塩化ビニル管 円／本　
814

先行き先行き

前月号比

メーカーの出荷制限は全面的に解除され、欠品や納
期遅延も解消されつつある。原材料費や輸送費の高
止まりが続く中、製販共に採算確保を優先し、現行
価格維持に努めている。先行き、横ばい。
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